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産学提携協定書

日本国、一般社団法人　日本インターンシップ支援協会(以下「甲」という）と、■■■（以下「乙」という）は、国際化社会に必要な語学や知識、マナーなどを日本国で学ぶ「日本留学インターンシップ」カリキュラムを行うことに合意した。

インターンシップカリキュラムは、学生に対する教育効果の向上、及び経済の推進、並びに国際交流と、互いの協力を通じた国同士の友好関係を深めることを目的とし、次のとおり本協定を締結する。

第1章 基本的役割
第1条 （目的）

本協定は「日本留学インターンシップ」カリキュラムを行う事で、甲と乙の相互交流及び日本と■■の両国の文化交流に寄与することを目的とする。
第2条　（カリキュラム）

甲・乙は、乙に在籍する学生に対して乙が行う「日本留学インターンシップ」を互いに協議して留学プログラムを作成し行う事をカリキュラムとする。

また、甲は乙と協議し国際化社会で通じる「社会人育成講座」として、日本語の語学力の上達以外に、日本の文化体験、生活安全セミナー、ボランティアなどを滞在中の実習に取り入れる事とする。
乙は、これらの学生の職場体験に対し参加する生徒の身分は■■■に所属している生徒であり、在学生の場合はそれに関する単位の認定を与えるものとする。

第3条（甲の役割）

甲は、乙の推薦する学生の日本留学インターンシップ「職場体験教育」に必要な日本での「受入れ協力企業」の確保、及びカリキュラム参加に必要な手続、出国から、滞在中、帰国までの学生のサポート。

また、甲は受入れ企業の実習として、受入れ企業内での配属先での役割分担のあり方を業務の『職場体験』を通して、乙の学生に理解させるとともに、学生の将来の職業
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選択に資する経験を積ませる。

第4条（乙の役割）

乙は、在学中の学生に対して安心・安全に行われるプログラムとしてカリキュラムを行う。
　　
第5条（甲・乙間の連携）

　　甲と乙は、効果的な「日本留学インターンシップ」カリキュラムを実施するために互いに連携・協力しなければならない。

第２章　実習時間、実習内容、生活補助等及び事故への対応
第6条（実習期間）

甲での実習期間は最大1年まで可能である。
また、上記の期間に応じて乙は卒業に必要な単位を参加学生に寄与することとする。

第7条（実習場所）

　　主たる実習場所は、カリキュラムのスタート時期に合わせ甲・乙と協議し、実習期間に応じて甲の提携した企業で行う事とする。
また、地域や企業の業種に付いては参加を希望する学生に合わせ甲・乙協議して進める事とする。
第8条（実習内容）

甲は、日本の文化である「おもてなし」を中心に、職場体験におけるさまざまな業務を学生に研修させ、実務日本語の能力をアップさせる。
甲は、受入れ企業以外での文化体験やボランティアなどの研修教育プログラムを活かし、学生が実習期間中、多種多様な体験ができるように研修プログラムを構成する。
例）■講習、交流、ボランティア

『安全講習会』　　　　　　日本で安全に生活するための講習
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『観光産業に対する講習会』日本を訪れる外国の方たちの現状に付いての講習
『ビジネスマナー講習』　　実習体験で経験する日本の『おもてなし』
『ボランティア』 　　　　 実習地域における社会貢献活動
『国際交流』　　　　　　　日本で多くの人とふれあう国際交流

　　※上記のプログラムは参加期間などに応じて変化しすべてに参加できるものではなく
　　過去の例として記載してあります。

第9条（生活補助）

甲は、学生が安心して生活し実習を行うための企業と提携し、住居及び食事の補助を基本受けられる企業と行う事とする。ただし、参加期間や地域においては個人負担になる事を乙は承諾する。

また、日本滞在中に受入れ企業以外で行われる実習の移動にかかる交通費は基本全て甲の負担とする。

第10条（期間中の報告）

　　甲は、実習内容及び進行状況に関し、乙の求めに応じて乙に報告するものとする。

　　また、参加募集から入国手続きの期間に対しては、乙は甲の求めに応じて報告するものとする。

第11条（実習中の事故対応）

　　実習中に学生自身の不注意で傷害を負った場合は、学生の加入する海外傷害保険（以下「保険」という）の範囲内において補償されるものとする。

　　乙は、参加学生が出国までに必ず海外傷害保険に加入させることを条件とする。

　　体調不良、実習中の事故などに付いての対応は、入国後加入する国民健康保険で対応する事とする。
　　また、体調不良などの学生に対しては、甲は誠意を持って対応する事とする。
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第３章　実習中における遵守事項

第12条（秘密守秘義務）
1  学生は、実習中に知り得た甲の業務上の秘密を第三者に洩らしてはならない。実習後も同様とする。（本項に関して、学生は別添の誓約書の提出をするものとする。）

2　乙は、前項に関し、実習中及び実習終了後、学生に対して適宜指導するものとする。

第４章　その他

第13条（協定期間）

　　本協定書の有効期間は、甲・乙の代表者及び担当責任者の署名がなされた日より２年間とする。
第14条（その他協議事項）

本協定書に対する解釈上の差に対しては相互協議の上解決し、本協定書に定めのない事項と共同協力事業の遂行に必要な詳細事項等についても、甲乙協議の上定めるものとする。

以上、甲・乙は本協定締結を証して協定書３部を作成し記名押印の上、それぞれ１部を保有する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　年　　月　　日
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